
 

 

 

 

 

    

集落営農型法人のスマート農業機械の導入状況 

 

 甲賀農業センター担い手支援班は、令和２年末、甲賀管内 39集落営農型法人を

対象にアンケートを実施し、スマート農業機械の導入計画と実績について聞いたと

ころ、33 の法人から回答があり、その結果をもとに令和３年度事業計画にどう反

映させるかを検討しました。 

 

 アンケート結果から、導入を検討している法人は８組織があり、検討している機

械はドローン、自動走行機能付き農業機械が主でした。またこれらの機械に期待す

る内容は、作業効率向上、コスト削減以外にも、オペレータの拡大、作業者のモチ

ベーション向上という結果でした。 

 すでに導入をした法人組織は６法人あり、そのうち５法人が GPS付直進田植機を

導入し、すでに実績を上げていることがわかりました。 

 今後スマート農業機械の導入が進むことが予想されることから、導入意向の高い

機械の導入効果の検証と、メリットを発揮できる導入方法について情報収集が急が

れます。導入を検討する集落営農法人に適切な情報を提供するため、次年度の集落

営農法人連絡協議会が開催する研修会を活用していきます。 
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